
テーマ① 『病院との連携』 に関する報告

西区在宅医療・介護連携相談支援室

（受託法人：西区医師会）

区内の病院とのネットワークを元にした取組み



西区の概要

総人口 99,856人 【平成31.3.31】

高齢者 15,771人

高齢化率 15.8％

要介護認定者 3,101人

集合住宅居住率 89.7％

1世帯人数 1.74人

地域包括支援センター 1ヶ所

病院 8（一般病床1,326床）

在宅療養支援病院 2

在宅療養後方支援病院 3

一般診療所 97
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高齢化率23.7％、高齢者人口2015年の1.86倍
と推定される

国立社会保障・人口問題研究所（2018年3月推計）より

2040年の高齢化への対応が課題
西区の強みは

中小規模の病院が多くある事



全ての病院から多職種のコーディネーターを選出して相談支援室を運営する

⇒ 相談支援室を情報集約と発信の場として位置づけ

西区在宅医療・介護連携相談支援室の開設にあたり・・・

このネットワークを活用して『2040年問題』という課題解決を目指す！

地域連携・MSW 11人
入退院支援看護師 1人
訪問看護師 2人
ケアマネジャー 3人
医師会 1人

全部で１８人の

コーディネーターが在籍

地域包括支援センター

歯科医師会・薬剤師会



◆毎月研修会を開催（2018年度 12回開催）

・会場は病院を持ち回り ・企画も担当病院コーディネーターを中心に、職員にも協力・参加

・テーマは在宅医療・介護連携に関わる内容

・介護関係者の医療知識の向上も目指す

病院とケアマネの連携を強化するには？

顔を合わせる機会を増やす ⇒ 毎月研修会を開催

月/日 テーマ 担当 参加数 月/日 テーマ 担当 参加数

4/18
異常の発見～神経内科の
病気・発見と対処法 内藤病院 57人 10/17

医療機器・材料見本市
～見て触ってみよう 大阪掖済会病院 43人

5/16
退院支援①
ケアマネとの連携 多根総合病院 87人 11/10

病気と共に地域で生きる②
終末期どこで最期を迎える
か

ニッセイ訪問看護 61人

6/23
病気と共に地域で生きる
①～認知症～

ニッセイ訪問看
護

66人 12/1
病気と食事
治療食の調理実習

医師会
相談支援室

77人

7/18
退院支援②
退院後訪問と在宅連携 大野記念病院 70人 1/16

感染症の対応・予防 多根総合病院
４病院認定看護師

49人

8/25
薬局との連携
上手な薬の飲ませ方

薬剤師会
相談支援室

57人 2/14
西区の在宅医療
ACPを体験しよう

相談支援室
ケアマネ連絡会

87人

9/19
自宅・施設でできる口腔
ケアと食事の工夫

歯科医師会
相談支援室

45人 3/13
退院支援②
退院前カンファレンス

日本生命病院
大野記念病院

60人

延べ 759人 が参加



◆病院のスタッフに、在宅医療の「現場の状況」や「どんなことができるか」を知ってほしい

◆病院の医局・看護部・地域連携の協力を得て、区内（＋近隣区）の急性期病院で研修会を開催

病院勤務の医師・看護師は在宅医療の現場を知らない・・・

在宅医療に携わる医師・訪問看護師が、病院まで伝えに行こう！

開催日 開催場所
参加人数

参加者計 (医師) (看護師)

2018/12月 大阪掖済会病院 33人 15人 14人

2019/2月 大野記念病院 43人 20人 20人

2019/8月 日本生命病院 101人 19人 68人

2019/9月 多根総合病院 94人 53人 40人

2019/10月
住友病院（北
区） 88人 31人 50人

◆区内で在宅医療に積極的に携わっている医師が講師となり、病院で研修をする

・在宅の現場の多くの写真を提示
・在宅医療との連携の時期やポイント
・在宅医療 ≠ 看取り などを講演
・ACPはいつできる？

病院医師・看護師に大変好評だった

延 359 人

医師：138人

看護師：192人



1.多根総合病院の紹介

・1日の救急車の台数 ・入院理由として多い疾患

・病院勤務者の数

2.地域支援センター紹介

・地域情報連絡室・入退院調整室・相談室の

それぞれの役割

・退院支援調整のプロセスの説明

・入院時間、退院時間

・専用の入院前問診票について

・グループワーク：病院に聞きたいことを話し合って発表

3.病院内の見学

・5～6人のグループで、救急外来・オペ室・病棟などを見学

病院ツアー in 多根総合病院 を開催
（2019年9月20日）

ケアマネジャーは病院のことがよくわからない

病院で退院支援のしくみを直接説明しよう ⇒ 病院ツアー開催

わかりやすかった・病院を身近に感じた・定期的にしてほしいなどの感想が多かった 他の病院も開催を企画中



◆病院看護部と連携し
病院の開催している研修会に
在宅の関係者にも参加してもらう

◆在宅医療に関する研修会を一括掲載
区内の病院主催の研修情報も発信

病院は医療・介護者向けの研修会を開催しているのに介護職に情報が伝わらない

区内で行っている研修会情報を集約して・発信 ⇒ 広報誌ハーモニー発刊

【配 布 先】

病院
在宅医療を担当する診療所
歯科医師会 薬剤師会
訪問看護ステーション ケアマネジャー
訪問介護事業者連絡会 デイサービス連絡会
地域包括支援センター 認知症初期集中支援チーム
ブランチ 保健福祉センター



月 共催 主なテーマ 参加

7月 歯科医師会 嚥下機能について 46人

9月 薬剤師会 ポリファーマシー 32人

12月 歯科医師会 嚥下障害の診かた 問診 67人

◆歯科医師会・薬剤師会と共催
・2019年も医療・介護連携研修会を開催

◆地域包括支援センターとの連携
・各種連絡会・運営会議に病院所属のコーディネーターが参加

◆病院と在宅医療関係者との情報交換会を開催
・74名が参加

地域の関係団体の人にも病院のことを知ってほしい

地域包括支援センター・歯科医師会・薬剤師会と協働する！

2040年の高齢化に対応するために、

個人の力のみに頼るのではなく、組織（団体）として連携できるネットワークのしくみをつくり、

継続的に在宅医療推進に取り組んでいきたい

「急性期病院のしくみ
について」を講演

「無料低額診療につい
て」
を講演

高齢者障がい者
支援者連絡会

高齢者支援担当者部会
生活支援体制整備事業協議体

認知症初期集中関係者連絡会
認知症関係者連絡会議


